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 2021年9月17日オーガニックライ
フスタイルEXPO農林水産省大臣官
房環境バイオマス政策課課⾧・秋葉
一彦氏の講演「みどりの食料システ
ム戦略と日本農業の未来」でプラネ
タリー・バウンダリーに言及

 2009年ストックホルム・レジリエ
ンス・センターのヨハン・ロックス
トローム博士が指摘

 窒素、リン、生物多様性の喪失、土
地利用の変化、気候変動→いずれも
農業が原因→人新世の時代

惑星の境界を逸脱



環境と調和のとれた食料システムの確立のための環
境負荷低減事業活動の促進等に関する法律
閣議決定2月22日→4月23日に参議院で可決

第六条 農林漁業者、食品産業の事業者その他の
食料システムに関連する事業を行う者は、基本理念
にのっとり、環境と調和のとれた食料システムに対す
る理解と関心を深め、農林水産物等の生産等の過
程において、環境への負荷の低減に資するための生
産等の方式の導入、資材及び原材料の調達、農林
水産物等の流通の確保その他の取組を行うよう努め
なければならない。

２ 消費者は、基本理念にのっとり、環境と調和のと
れた食料システムに対する理解と関心を深め、環境
への負荷の低減に資する農林水産物等を選択する
よう努めなければならない。



グリーン購入法で有機レストラン
 2月25日閣議において、グリーン購入法に基づく「
環境物品等の調達の推進に関する基本方針」が
決定

 今般の基本方針の見直しにより、省庁内の食堂に
おける有機農産物等の使用が配慮事項として追
加。農林水産省の食堂においても、率先して有機
農産物等の使用を進めるとともに、こうした取組を
通じまして、有機農産物等の需要の拡大、持続的
な農林漁業・食品産業の発展につなげてまいりた
い(記者会見)

 隗より始めよと6月から農水省で誰でも入れる食堂
なのだが、農水省や霞ヶ関に来られることがあれ
ば農水省に来ていたらだいたらいい

 有機レストランは高い評価を受けている。以前にア
メリカにいたときに20年前にナチュラルフードエキ
スポがあったが、日本もそれに近づいてきている
(2022年9月16日オーガニックライフスタイルエキス
ポ2022）

金子原二郎大臣

横山紳事務次官



この6月から有機食材導入

 5月20日オンライン学習会FFPJオンライン連続講
座第14回は「オーガニックファーマーズマーケット
で実現できること～新規就農者を育てて地域を
元気に～」

 東海農政局が食堂で有機農産物を使うことにな
ったので注文が入ってきている

オーガニックファーマー
ズ名古屋
よしのたかこさん

農林水産省環境農業対策課藤
田このむさん(安倍日向子係長
の隣の席）

ちょうど今日のお昼、有機農
産物を使ったお弁当を省内で
販売することになっています。
来月は全省庁で、となってお
り、まずは食べてみようという
取り組みです(5月30日談)。

ちょうど今日のお昼、有機農
産物を使ったお弁当を省内で
販売することになっています。
来月は全省庁で、となってお
り、まずは食べてみようという
取り組みです(5月30日談)。











リン酸肥料は中国・窒素肥料も高騰
 農林水産省青山元統括技術審議官

→窒素、リン肥料の確保が大変
 東京大学谷口信和名誉教授
 武部農業副大臣がモロッコに飛ん

で交渉中
 東京大学鈴木宣弘教授

→施肥量の削減、カバークロップ
→補助等はあれど
来年度以降は不透明
根本的な対策を!

クワトロ・ショック



抜け落ちている視点
農業後継者が激減していく
石油(ピーク・オイル)問題
日本の経済力が今後も維持

できるのか

篠原信・農林水産省

野菜茶業研究所の研究者

ドルは安定

工業＞農産物石油も無限

環境は無限

戦後日本を支えた4大パラダイムは解体



埋蔵量の半分はモロッコに

2030～40年代にピーク

リン酸は約 1 億4000万トン
のリン鉱石に由来(太古の生
物の化石化)

リンは限られロシア、米国、
中国、モロッコ→頼りはモロ
ッコ

リン鉱石の採掘量は1950年
から1995年にかけ約 6 倍に
増加(年間伸び率約 4 ％)

 2030～40年代にピークリン



長崎県の吉田俊道氏の菌ちゃん農法

 ⾧崎県の農業改良普及員を止めて独
自の農法を開発

 植物系の堆肥
 発酵させた堆肥
 ほとんどの野菜が病害虫に食われな

い
 ビタミンCが多い、ファイトケミカル

が多いため害虫が食べられない
 窒素固定してくれることから肥料は

いらない
 美味しい (アミノ酸多い、硝酸なし）
 全国各地で学習会(NHK国際放送）

野長県松川町富士森公園で実際に
吉田俊道氏の指導で草を中に栽培さ
れたピーマン







不耕起栽培の威力・クリンパー
 ロデール研究所のジェフ・モイヤー所⾧→不耕起有機

農法への探求＝18年前のある偶然のアクシデント
 被覆作物ヘアリー・ベッチを作付→圃場の端は実験の

一部ではなかったことから、トラクターがその上を走
行して、その被覆作物を押しつぶし

 踏みつぶされたヘアリー・ベッチは、茶色のマットの
マルチとして機能し、トウモロコシがちゃんと育つ

 既存の農機具で10年以上も実験を重ね2002年にトラ
クターの前面で被覆作物を押し倒す「ローラー・クリ
ンパー」を設計

 不耕起有機農法→除草剤と耕起のいずれをもなくす
 転換農家→経済的な理由→有機農作物は慣行農産物よ

りもよく売れ、かつ、不耕作栽培ではトラクターの使
用頻度が減って、燃料代や労働コストが削減

慣行農法 不耕起有機農法

炭素が毎年0.5～1.0％減 炭素が毎年0.2～0.4％増

トウモロコシ 9.6t/ha トウモロコシ 10.8t/ha











天恵緑汁の効果の謎
 創設者の韓国の趙漢珪(チョー・ハンギュ、Cho 

Han-kyu,1935年～)→1965年に農業研修のため来日し
、3年間、土着農業を研究

 幸福会ヤマギシ会の創始者・山岸巳代蔵(1901～1961年
)、栄養週期理論の提唱者・大井上康(1892～1952年)、
祈祷師・柴田欣志の論理や実践から多くを学んだ→「コ
ウソ農法」

 天恵緑汁は、夜明け前の自然の精気が旺盛なときに、生
命力の旺盛な植物の成⾧点を原料として、ヨモギ、セリ
、クレソン、たけのこ等から作る酵素液→黒砂糖を混ぜ
て20～25℃のときに5～7日で熟成→糖が酵素によってア
ルコールとなり、葉緑素等が抽出されることから病害虫
にかかりにくくなり、土壌微生物も活性化

 愛媛県松山市中島で無農薬のレモン栽培を行う泉靖一→
柑橘類の中でも自然災害に最も弱く病害虫の被害設けや
すい→1991年台風19号に襲われ柑橘園の80％が枯死

 仲間とともに韓国を尋ね→夜も眠られないほど興奮→レ
モンで最も困難とされるかいよう病も克服でき、ダニ類(
赤ダニ、サビダニ、ホコリダニ)の寄生もほとんど心配が
なし

効果ついては否定はしない。散布のタイミングの測り方が難しい。植物
生理的な適期を外すと効果が出ない。また、元々ある程度、葉や根の
周囲に味方になる微生物がいないところでは微生物が健全化していく
のが難しい。

天恵緑汁は希釈した液を１週間間隔で繰り返し散布するのだが、材料
とするのはヨモギやクマザサで、その中にはクマリン等のテンペノイドが
含まれている。テンペノイド、二次代謝成分には抗菌性がある。有機酸
や二次代謝成分は、葉面微生物の多くが抑制されるが、天恵緑汁には
糖分やアミノ酸など微生物にとっての養分も入っているため、どうしても
それを餌にして生き延びたい抗菌成分に打ち勝てる微生物が生き残っ
て定着することになる。一方で、二次代謝成分や微生物相の変化を感
知した植物側では細胞壁を厚くしたり、自身も二次代謝成分を産生して
身を守る働きを強化する。その結果、害虫に対しても抵抗性や忌避性
が付くことになる。効果がでているかどうかは、葉が厚くなったかどうか
で観察すれば判断できる。

コーヒー滓にはテアニンやクロロゲン酸、お茶がらにはカテキン、そば
がらにもフェノール類のクロロゲン酸が含まれているが、これらを希釈し
て葉面散布するなどしても同じ原理で似たような効果が現れる。
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中国の浙江省麗水市青田県の「稲田
養魚」世界農業遺産

漢時代の素焼板には池から水田まで
泳ぐ魚の姿が描かれ、少なくとも二千
年前から水田で魚が飼育

伝統的な「稲田養魚」はエコロジー的
に見ても合理的

魚は害虫や雑草を食べ、その糞は稲
の肥料となるため、化学肥料が減ら
せ、害虫や雑草防除のための農薬や
除草剤代もカット

今治市の有機給食=佐久鯉でインス
パイア=長尾見二氏

稲田養魚と生物多様性=佐久の鯉





窒素肥料よりも炭素源

 近代農業が始まる以前の1940年では2.5t/haと
現在の半分以下

 高い生産性を可能とする新たな有機農業技術が
必要

 ハーバー・ボッシュ法→500℃、300気圧vs生
物的窒素固定→常温・常圧

 ハーバー・ボッシュ法の4倍のエネルギー→周
辺に無機窒素が十分に存在→ニトロキナーゼの
反応が停止

 窒素よりもエネルギー源の炭素が重要

杉山修一弘前大学教授

嫌気性 リン酸

周辺に無機窒素なし
エネルギー源

炭素がある

生物的窒素固定



菌根菌と植物との共生(8割)
 本来、健康な植物は根から侵入してくる菌から自

衛する手段をもつ。根の表皮を硬する、酵素を阻
害する物質を出す、侵入してきた菌を殺す抗生物
質を持つ→植物は、互いにより良い状況をうむ菌
根菌の感染を喜んで受け入れ

 1993年に4億年前の植物の化石(Aglaophyton 
major)から発見。この時期は、植物が陸地に侵入
し始めたと考えられているデボン紀初期で菌根菌
の助けをかりて、植物は劣悪な陸地に侵入



リン酸肥料は不要？
 フンボルト大学オラフ・チャルネツキ博士→施肥

されたリンの約80％はアルミニウムや鉄の酸化物
に吸着・化学結合→施肥した年に作物に取り込ま
れるのはわずか10～15%

 植物ホルモン、ストリゴラクトンが生成→菌根菌
の根圏定着も促進→リンを施肥→ストリゴラクト
ンの生産が阻害→現実の97％ものミネラルは微生
物を介して利用可能

 菌根菌が定着→ネットワークを維持するために、
光合成した糖分の40～50％もが根から放出→アバ
ディーン大学ケニス・キリアム教授→いない場所
に比べて15倍ものカーボンが土壌へと移動→その
すぐ隣にある菌根菌がいない同じ種の植物よりも
10～20％も早く成⾧

 ニューメキシコ州立大学デビッド・ジョンソン→
土壌が健全であれば、生産性とリンや窒素の施肥
量は無関係→真菌類とバクテリアとの比率の方が
リンや窒素の濃度よりも収量に影響



台湾の有機農業と台北帝大
 台湾総督府高等農林学校教授などを経て、

1929年(昭和4年)より台北帝国大学教授を
務める。戦後、大阪府立大学・玉川大学な
どの教授を歴任

 1965年 北海道大学より 農学博士、論文の
題は (熱帯及び亜熱帯における栽培作物の
土地改良による根圏の微生物学的及び微生
物化学的研究)

 足立教授から教えていただきながら有機農
業をはじめました。バクテリア100、放線
菌50、カビ5、原生動物の比率 (金子美登
氏)

足立仁(まさし)博士
(1897～1978年)



浅井東一(1890年～)菌根菌が
作物の生育を促進することを最
初に提唱。旧制5高の植物学教
師

イリノイ大学
ジェームズ・
ガーデマン
(1921～
2008年)同位
体を用いてリ
ン酸吸収を助
けていること
を実証

イギリス、シェフィールド大学
ジョナサン・リーク教授、菌従
属栄養植物を提唱



横山和成教授の多様性の微生物
今までの研究で、
土壌微生物多様
性・活性値の高い
土は、土壌消毒し
なくても連作障害を
起こしにくい、病気
にかかりにくい

今までの研究で、
土壌微生物多様
性・活性値の高い
土は、土壌消毒し
なくても連作障害を
起こしにくい、病気
にかかりにくい

土佐自然塾山下一穂（1950～2017）



埼玉県小川町は19％が有機



牛が肥沃な土壌を構築してきた
 牛は草を食べるため、トータルで見る

とむしろ温暖化防止に
 草地には、地上の植物の目に見える部

分と比較してより多くの根の塊
 草の根と枝条(shoot）の重量比は2:

1から20:1
 ほとんどの木は、地下よりも地上で成

⾧し、その比率は1:2108
 世界の肥沃な土壌は最終氷期以降に偶

蹄類と共進化したステップで産まれた
 岩石の風化とは違い数年で土壌は再構

築できる(菌根菌)
 植物質(窒素が少なめ)

土壌研究者、クリスティーン・ジョーン
ズ博士



有機農業で温暖化が防げる
 不耕起有機農法では不耕起栽培の

10倍もの炭素隔離が可能
 ロデール研究所は米国内で最も⾧

期にわたって慣行農業と有機農業
との比較研究有機農地では年間に
1t/ha炭素を隔離

 ロデールの研究者たちは、不耕起
栽培、有機農業、堆肥づくりを重
ねあわせることによって、3t/ha
もの炭素を毎年、隔離できる可能
性があると語る。これは、不耕起
栽培だけで通常達成される量の10
倍

 パタゴニアは再生農業を提唱





遊休地解消には牛は如何？
 アグロフォレストリーのルーツ

はアジア熱帯の鶏の祖先、土を
肥沃にしながら空を舞う天敵か
らは身を守れる→共存共栄

 スペインのイベリコ豚はどんぐ
りを食べて育つ

 日本の山地酪農は草で遊休地を
活かして生育

 高知県の斉藤牧場は⾧野よりも
傾斜地で雨も多いが土壌侵食し
ない

 筍の皮等も餌にする→お父さん
の発想。プラスではなくマイナ
ス。エサ代が減れば経営が成り
立つ→いまも15年とか⾧く生き
る







食と健康に着目した先人
 アルバード・ハワード卿は1930年

代に有機農業によって健康も促進
されると発想

 ロンドン近郊の男子校でインドー
ル式の堆肥を用いて栽培した野菜
を食べた生徒たちは風邪や麻疹に
かかりにくく健康に

 ハワード卿はメカニズムを説明で
きず→多くの人たちは卿が妄想を
抱いていると疑問視

 軍医としてインド北西国境のフン
ザ族の健康さや精力ぶりに印象→
健康と土壌の関係や農法を研究

ロバート・マッカーリソン
(1878～1960年)卿

アルバート・ハワード
卿 (1873～1947年)



ワン・ヘルスの概念
 村本譲司准教授=カリフォルニア大学サンタくらら校

→欧州の畜産から2005年に始まったコンセプトが、
ワンヘルスの概念=動物、人間は微生物の循環で
つながっている

 これまでは養分の循環だけであったが、いまは微
生物の循環になってきている

 ハワードが言った土壌と健康の関係がいまやっと
科学がおいついてきて説明できるようになってきた

 フロリダ大学の土壌微生物学者→ワンヘルスを植
物にも広げる研究

 ミネラルだけでなく微生物も循環

 健康な微生物バランスの土からは健康な作物がで
きる。健康な微生物バランスの作物からを食べると
腸内細菌のバランスも良くなる。人は健康になり、
そのうんこで作った堆肥はまた土壌を健康にする
のである。



賀川豊彦の立体農業

 1933年にラッセル・スミス(J. Russell 
Smith,1874～1966年)の「ツリー・クロップ(Tree 
Crops: A Permanent Agriculture)」を「立体農
業の研究」という題で翻訳出版し、山にカシ、
シイ、クリ、クルミを植える運動に着手してい
る。そして小説『乳と蜜の流るる郷』で、クルミ
、ペカンを接ぎ木する青年を登場

 賀川の提案する立体農業を実践し、その体系
化を試みた農民久宗壮(1907～1985年)

 自然的災厄(山岳農業の不振／耕地の狭小
／人口過剰／周期的天災)

 人間的災厄(無畜農業／米麦一辺倒農業／
交換経済中心の経営／若い農民が夢をもて
ない／農村の封建性／農民の迷信好き／土
地の利用度が低い／共同心の欠乏／農民教
育の貧困／無知と研究心の欠如／食生活の
誤り 賀川豊彦(1888～1960年)



小規模家族農業=百姓の原理

中島正1920〜 2018年 山下惣一（1936〜 2022年）

九門太郎兵衛
(1921～2014年） 金子美登（1948〜 2022年）










